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１．はじめに  

 網走湖は網走川の河口から約 7km 上流に位置する，面積 32.3km
2，

最大水深 16.1m の汽水湖である．女満別湾は網走湖の最奥部の浅い内

湾で閉鎖性が強い水域であり（図-1），栄養塩を多く含む底質が堆積し，

湖内の水環境に影響を及ぼすことが指摘されている 1)． 

著者らは底質変遷の影響因子である濁質の挙動を湖水の流動と同時

かつ効率的に把握する 1 つの手法として，ADCP を用いた濁質推定を

行っている．本稿では，既報 2)の検討内容を再整理しつつその概要を

述べるとともに，出水期の濁度再現精度について若干考察を行った．  

２．観測概要 

 現地観測は2011年6月30日から11月8日にかけて行った．調査箇所は

図-1に示す女満別湾の湾口付近である．調査地点の水深は平水時で約

3mであり，網走湖水の塩淡境界層（水深約6～7m前後）より上方に位

置する1)．定点での連続観測項目は流速鉛直分布（ADCP：RDI Workhorse 

Sentinel 1200kHz：湖底から上向き設置），濁度（アレック電子

Compact-CLW：水面下1ｍに係留），水温・塩分（アレック電子

Compact-CT：水面下1ｍに係留）である．また推定濁度の較正用実測値

取得のため，多項目水質計（アレック電子ASTD-687）による水温，塩

分，濁度の鉛直観測を毎月1～2回行った．機器設置状況を図-2に示す． 

塩分は8月に1～3psu，その他の期間は1psu未満と淡水に近い．濁度は，

平水時は10FTU以下だが，出水時は最大150FTU（9月上旬）まで上昇し

ている．現地の降雨量は，気象庁女満別観測所データを用いた． 

３．ADCP からの濁度推定手法 

続いて ADCP 観測値からの濁度算出手法を説明する（以下 ADCP データから推定した濁度を「超音波濁度」

と称する）．ADCP に用いられている超音波の反射強度は、濁度と相関があることは既往研究により知られて

いる．超音波濁度の算出には、専用ソフトウェア（Visual ADCP Tools 3：（株）ハイドロシステム開発）を用い

た．なお当ソフトの解析手法の詳細については参考文献 4)に述べられている． 

超音波濁度算出は，濁度の値が小さくかつ出水等による変動も小さい 7～8 月と，出水による濁度変動が大

きかった 9月の 2時期を対象に行う．算出は実測値から初期パラメータを設定，実測データで較正を行った． 

・7～8月： 8月上旬における水質鉛直観測値と同時刻の超音波濁度がほぼ一致するように調整 

・9 月：9月下旬の水質鉛直観測値ならびに 9月の定点濁度データに超音波濁度ができる限り近づくよう調整 

４．超音波濁度と実測濁度の比較 

 図-3 に各時期の超音波濁度と実測濁度の比較を示す．ここでは濁度変動に大きく影響する因子である降雨

（河川からの濁質流入に影響）を併せて示す．濁度計の値は 7～8 月にかけて急上昇する現象が多くみられる
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図-1 調査位置図 
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図-2 観測機器設置模式図 
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が，すぐ前後で濁度が低下していること，多項目水質計の濁

度とほぼ一致することから，機器の異常ではないと判断した． 

 図-3(a)をみると，超音波濁度は出水のない 7 月下旬から 8

月中旬の間の実測濁度をほぼ再現している．7月 11～15日，8

月 15 日前後及び 25 日前後に小規模な降雨があり，実測濁度

もそれに応じて増加する傾向が見られる．超音波濁度は実測

濁度のほぼ半分の値で推移する．これは当初のパラメータ設

定に，濁度が低い 8 月上旬のデータを用いたためである．試

しにこの期間の超音波濁度の値を 2 倍にする補正を行うと，

実測値とほぼ一致する．このことは，小規模出水での濁度上

昇では，濁度の時系列データをもとに補正係数をかけること

で超音波濁度を補正可能なことを示している． 

図-3(b)は，出水による影響が大きい 9月の観測結果である．

出水による濁度上昇が概ね終息した 9 月 7～21 日にかけて超

音波濁度は変動もあるものの，全体的な傾向としては現地濁

度を概ね再現している．一方濁度が急激に増加している 9月 2

日～6 日，9 月 22 日以降は，超音波濁度は実測濁度を明らか

に過小評価しており，濁度の短時間の増加をとらえられてい

ない．またこの差は，単に算出された超音波濁度に係数をか

ける前述の方法では補正しきれない． 

そこで ADCP による反射強度の生データと実測濁度の関係

を，9 月出水期について考察する．図-4(a)は超音波濁度が比

較的良好に再現できた 9月 12～21日である．反射強度と実測

濁度には比較的よい相関がみられる．一方図-4(b)は両者の差

が大きかった 9月 3～6日の結果であるが，両者の相関はよく

ない．同一反射強度に対する濁度の幅が広く，再現精度を下

げる一因と推測される．この相関を考慮した補正手法につい

ては，今後検討する予定である． 

５．まとめ 

・平水時の実測水質データをもとに，超音波濁度を算定した．濁度の変化が小さい平水時及び小規模降雨時に

ついては，ほぼ良好に現地濁度変動を再現できる． 

・大規模出水時はある程度濁度が低減した後の濁度はほぼ再現できるが，濁度の急な上昇及び低減時には，超

音波濁度は現地濁度を再現困難であった． 
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図-3 超音波濁度と実測濁度の比較 
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(a)9/12～21            (b)9/3～6 

図-4 反射強度と実測濁度の相関 
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